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頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム 
「EU域内外におけるトランスローカルな都市ネットワークに基づく合同生活圏の再構築」 

被派遣者募集要項 
 

2013年	 8月	 1日 

 

	 大阪市立大学大学院文学研究科都市文化研究センター（以下、UCRC）は、日本学術振興会「頭

脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム」に採択されました。2012 年度～2014

年度の 3ヶ年にわたり、計 7名をドイツ、イタリア、フランスの 3カ国に派遣する予定です。 

	 今回は下記の要領に基づき、計 3名の被派遣者を募集します。 

 

■応募資格 

	 以下の条件をすべて満たしている者。 

（1） 2014年 4月 1日時点における本研究科所属の准教授、講師（特任を含む）、UCRCドク

ター研究員（ポスドク）、または、本研究科後期博士課程修了者で都市研究プラザ研究

員（G-COEポスドク）、および後期博士課程在籍者。 

※ポスドク（G-COE ポスドクを含む）については、2014 年 4 月 1 日時点で博士号を

取得している者。 

（2） 2014年 4月 1日時点において、45歳未満の者。 

（3） 派遣先において、本プログラムの国際共同研究課題にもとづく研究、フィールドワーク、

研修をおこなう計画があること。 

（4） 派遣期間の終了後、派遣成果還元活動（報告会等）に参加し、国内外の学会で公表する

のみならず、レフェリー付き国際学術雑誌、あるいは UCRCが編集する Urban Scopeと

いった英語学術雑誌などに研究成果を投稿する意志のある者。 

（5） 「大阪市立大学文学研究科・文学部学術憲章」の「文学研究科・文学部の理念」に沿っ

た研究活動をする者。 

※ 「 大 阪 市 立 大 学 文 学 研 究 科 ・ 文 学 部 学 術 憲 章 」 に つ い て は 、

http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/lit/charter/index.htmlを参照。 

 

※応募資格に関しては、「よくある質問（Q & A）」も合わせて参照してください。 

 

 

 



 2 

■応募方法 

	 「助成に関する注意事項」（別資料）に従い、頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣

プログラム「EU域内外におけるトランスローカルな都市ネットワークに基づく合同生活圏の再

構築」事務局に申請書類を提出すること。提出期限は、2013年 9月 30日（月）。 

 

■派遣期間 

	 原則として 300日以上（同じ者が複数回渡航した各期間を通算して、1年間程度以上となる場

合を含む）。ただし、事業終了年度の 2015年 3月 31日までに帰国していること。 

 

■派遣先 

	 被派遣者は、以下のいずれかの研究機関に所属し、相手側研究者の指導のもと研究活動に従

事する。 

（1）ドイツ、ビーレフェルト大学歴史学科 

（2）フランス、フランス国立社会科学高等研究院 

（3）イタリア、ボローニャ大学歴史・人間文化学科 

 

■派遣に伴う支給内容 

	 派遣に伴い、次の相当金額を支給する。 

・ 往復の航空運賃の実費（エコノミー料金） 

・ 海外滞在中の宿泊費（1日あたり 8,000円） 

・ 海外滞在中の日当（1日あたり 5,000円） 

※保険、学会等参加費、海外での移動費、研究活動にかかる諸経費（コピー代等）、食費等

は支給対象外とする。 

 

■選抜基準 

	 本プログラムにより派遣される若手研究者は、都市の社会集団の動向を手がかりとして、ド

イツ、フランス、イタリアを中心とするヨーロッパの都市社会がグローカル化のなかでどのよ

うに変容し、トランスローカルな都市ネットワークを創造しつつあることを検討し、それに基

づく合同生活圏の再構築の可能性を探究する研究計画を立てることを前提とする。具体的には、

以下の基準に従って選抜される。 

（1） これまでの研究業績、海外での研究活動実績などが、本プログラム遂行に充分なもので

あること。 

（2） 派遣先における派遣期間での、研究・実験・フィールドワークの計画が明確であり、実



 3 

行可能性が高いこと。 

（3） 上記の計画が「大阪市立大学文学研究科・文学部学術憲章」の「文学研究科・文学部の

理念」に沿っていること。 

（4） 上記の計画が、本プログラムの国際的研究ネットワークによる国際共同研究課題の趣旨

に合致すること。 

（5） 将来、国内外における国際的な都市研究の場において、全体的な研究動向をリードする

ような資質をもっていること。 

 

■選抜方法 

	 本研究科に設置された「『頭脳循環』プログラム運営委員会」が若手研究者の派遣選抜を担当

する。運営委員会は、本研究科所属の若手研究者等を対象に海外派遣候補者の募集をおこない、

書類審査および面接によって派遣に適切な者を選抜する。選抜の結果は、文学研究科教授会に

報告し、承認を受ける。選抜結果は、「『頭脳循環』プログラム」事務局から被派遣者に通知す

る。 

 
■本プログラムについて 

	 頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム「EU域内外におけるトランスロー

カ ル な 都 市 ネ ッ ト ワ ー ク に 基 づ く 合 同 生 活 圏 の 再 構 築 」 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://ucrc.lit.osaka-cu.ac.jp/zuno/）を参照。 

 

■お問い合わせ 

頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム「EU域内外におけるトランスローカ

ルな都市ネットワークに基づく合同生活圏の再構築」事務局（担当：石川） 

〒558-8585 大阪市住吉区杉本 3-3-138	 大阪市立大学大学院文学研究科 

TEL: 06-6605-2355 

	 	 	 E-mail: ishikawa*lit.osaka-cu.ac.jp（*を@に変えて送信してください） 


